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研究成果の概要（和文）：東南アジア大陸部山地では、焼畑が山地民の生活を支えている。しかし焼畑制限政策のため
、山地民はこれまでの自由な土地利用を続けることが困難になり、同時に商品作化や市場経済化が山地民の生活環境を
大きく変えつつある。生活環境保全と土地・森林の持続的利用の実現にはまず現状把握が大切であると考え、ラオス北
部のカム焼畑村落で9年間、バゴー山地のカレン焼畑村で12年間の焼畑全筆データを蓄積して、休閑地バイオマスの回
復の経年変化を定量的に把握した。焼畑システムと長期的な土地利用の安定性を確保するためには、水田・常畑・園地
などへの転換と平行して、草地休閑と叢林休閑との違いを理解した植生回復への配慮が欠かせない。　

研究成果の概要（英文）：We monitored swidden cultivation and forest fallow management in a Karen village i
n Myanmar and a Khmu village in Laos. Monitoring was conducted between 2002 and 2013 and covered a full sw
idden cycle through GPS mapping, interviews with swidden farmers, and on-site observation. Swidden farming
 is found throughout the mountains of mainland Southeast Asia; however, there is a current preference for 
the use of other land-use systems. The recent trend toward a market economy has forced the people and fore
sts in the mountains of Myanmar and Laos to undergo various changes as they integrate into the world marke
t.  We discuss the changes taking place in the relationship between the local people and their swidden cul
tivation system. We also examine the possibility of stabilizing swidden cultivation in the study areas to 
ensure a future in which the swidden farmers are able to live with a sense of security.
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１．研究開始当初の背景 
焼畑の政府規制や商品作化・市場経済化に

よって、一時的に裕福になったように見える
焼畑村は食糧自給力の弱体化という大きな
リスクを背負い込んでいる。このリスクをど
のようにして最小化していくかが、現在多く
の焼畑村が抱える問題である。そこでこれま
で蓄積してきた世帯単位のモニタリングデ
ータを活用して二つの焼畑村で総合的な調
査を行い、東南アジア大陸部山地が共通して
抱えている問題に地域研究の視点から取り
組む必要があると考えた。 

 
２．研究の目的 
焼畑サイクル（平均的休閑年数）の全期間

にわたって、全筆全世帯の基礎情報を正確に
把握し、焼畑サイクルの時間軸にそった土地
利用・植生回復を再構成する。 
 焼畑土地利用動態と休閑地での植生回復
は、農業生産のみならず、林産物採取を左右
し、さらに食生活を含む生活環境にも影響を
与える。焼畑の禁止や出稼ぎなどの最近の急
激な変化は、住民の健康状態にも反映される。
これらの森林の攪乱動態と生活環境の関連
性を RS/GIS による土地利用図と世帯データ
べースを活用することで明らかにする。そう
して得られた結果をこれまでの林政（土地所
有区分・保護林の設定・焼畑の禁止）を含ん
だ地域の履歴の中に位置付ける。二つの焼畑
村を地域の時間軸（歴史）と空間（生態環境）
の中でとらえて、この事例が東南アジア大陸
部山地の中でもつ意味を明らかにする。タイ
やベトナム、雲南など近隣諸国の事例と比較
することで、山地焼畑民の生活環境保全に資
する提言をおこなう。 
 
３．研究の方法 
ミャンマー・バゴー山地のカレン焼畑村落

（Ｓ村）とラオス北部のカム焼畑村落（Ａ村）
の２か所で当年焼畑全筆の地図を作成し、同
時に世帯情報・農業生産・二次林植生・生活
環境に関する調査をおこなった。 
 

４．研究成果 
(1) カレン焼畑村落（Ｓ村） 
S 村のほとんどの世帯は毎年 1-2 筆の焼畑

を開いて自給用陸稲に加えて換金用のゴマ、
トウガラシ、ワタなどを栽培している。集落
から半径 1km 弱の部分は水源林・薪炭林とし
て保全されているため、焼畑地は集落から約
1km から 7km の範囲に分布している。集落の
中心から 4kmの範囲に約 8割の焼畑が開かれ
ている。 
土地が十分にあってより長期の休閑を選

択できるにも関わらず平均休閑期間は 12 年
前後である。休閑地では 5年ほど経つとタイ
ワ(Bambusa tulda)やチャタウンワ(Bambusa 
polymorpha)などの竹が回復し、10 年が過ぎ
るとそれに木本が混じり合った二次林とな
る。この休閑竹林は、伐開作業が容易でまた

火を入れても良く焼けるので、S 村の焼畑に
とって重要な役割を果たしている。 
2004 年度から 5 年間の予定で始められた

「バゴー山地緑化計画」によって、S 村では
村境の北辺を通る自動車道路沿いへの集落
強制移転が始まった。移転が本格化した 2006
年には焼畑のほとんどが村域の北半分に分
布し、焼畑筆数、面積ともに減少した。各世
帯は、焼畑縮小による影響を木炭や竹などの
林産物販売や 2005 年から始まった近隣での
民間チーク造林地での作業や道路補修など
の限られた賃労働収入で補っている。 
 2009年3月からタイワの一斉開花がはじま
り、2009 年秋の収穫と 2010 年の播種ならび
に収穫の際にネズミ食害により陸稲生産は
大きな被害を受けた。ここでも造林や道路補
修などの賃労働収入で生計が補われている。 
2010 年には村の北西部が民間チーク造林地
となり、2011 年には自動車道路沿いで電話が
開通した。また 2011 年からは小規模ながら
も谷地田造成による水田水稲作がはじめら
れた。 
19 世紀末のカレン領域制定から続くカレ

ン焼畑土地利用では、自給用陸稲生産という
基本的な性格は変わらないが、道路通信事情
が改善され、そして学校教育が普及する中で、
市場経済との接合が少しずつ進行している。 
(2) カム焼畑村落（Ａ村） 
ラオス北部ルアンパバーン県Ａ村では

2008年度からトウモロコシ高収量品種LVN10
が導入された。2012 年秋には仲買業者と生産
グループが契約を結び、トウモロコシ集荷道
が造成された。トウモロコシ集荷圏に組み込
まれたことでＡ村では従来の陸稲焼畑シス
テムから、a)連作、b) 草地休閑(Chromolaena 
odorata短期休閑)、c) 叢林休閑(萌芽更新短
期休閑)の３つを組み合わせた焼畑システム
へと変化している。トウモロコシを連作した
後の休閑植生の回復は困難であり、焼畑シス
テムと長期的な土地利用の安定性を確保す
るためには、草地休閑と叢林休閑との違いを
理解した植生回復への配慮が欠かせない。 
(3) 研究の位置づけと展望 
 近年の RS/GIS の発達は、焼畑調査に新し
い可能性を生み出した。１人１年１村という
かつての村落研究の限界を破り、時間軸に沿
った空間変化の把握が可能となった。しかし
長期モニタリングの実施例はなく、焼畑をい
まだ全面的に行っている地域での焼畑サイ
クル全期間にわたる継続した全筆位置調査
資料は、地域を越えて焼畑耕作に関する稀有
な情報になっている。さらにその情報を
RS/GIS と世帯データベースを使って結び付
けることで、世帯構成員の健康評価と土地利
用までを包括的に議論することが可能とな
り、焼畑村落を異なる専門分野で複眼的にみ
た上で一つの像を描く、あらたな学際的地域
研究が期待できる。とくに高解像度衛星画像
に基づく土地利用図は、住民にも理解が容易
なため、現地でも対話・調査のツールとして



有効である。 
東南アジア大陸部山地には自然度の高い

森が残されているが、一方で山地民は焼畑を
営む生態空間を急速に失いつつあり、その生
活環境の保全は喫緊の課題である。世界的に
見ても貴重な残された自然の保全と、ローカ
ルな焼畑中心の生活システムの共存を探る
新たな展望を発信する必要がある。本研究で
得られた基礎情報をそうした方向に活用し
てゆきたい。 
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